
亭
亭 

【
読
み
】
か-

ぜ
ん 

【
意
味
】
立
派
な
料
理
。
ま
た
、
そ
れ
を
配
し
た
膳
。 

＊
信
⾧
記
(1622
)
一
上
・
義
昭
公
ひ
そ
か
に
南
都
を
落
給
ふ
事
「
病
家
の
厨
に
嘉
膳
(
カ
ゼ
ン
)
な

き
に
は
あ
ら
ず
、
乃
(
い
ま
し
)
其
人
是
を
食
す
る
事
あ
た
は
ず
、
か
る
か
ゆ
へ
に
終
(
つ
ひ
)
に
死

す
」 

＊
中
論‐

治
学
「
大
楽
之
成
、
非
レ
取
二
乎
一
音
一
、
嘉
膳
之
和
、
非
レ
取
二
乎
一
味
一
、
聖
人
之
徳
、
非
レ
取

二
乎
一
道
一
」 

 

【
参
照
】『
日
本
国
語
大
辞
典
』 

小
学
館 


